
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「第５次千葉県男女共同参画計画」の推進に当たっては、同計画の目標に

向け、設定した各指標の目標を着実に達成していくため、令和３年度第２回

「千葉県男女共同参画推進懇話会」（以下、「懇話会」とする。）において

了解いただいた下記の評価方法等を用い、適正な進行管理に努めています。 
○ 県において、計画の全３１指標及び全２６５事業について、令和４年度～

令和８年度の毎年度、自己評価を行います。 
○ 懇話会の下部組織である「計画評価専門部会」において、計画の全３１ 

指標及び指標に紐付く６０事業について、令和４年度～令和７年度の４年間

で一通り外部評価を行います。（原則、年度ごとに異なる約８指標及びその

指標に紐付く事業を外部評価します。） 
○ 懇話会において、自己評価結果及び外部評価結果について、令和４年度～

令和７年度の毎年度、報告を行います。（なお、令和８年度は、計画期間 

終了後の評価結果について、報告を行います。） 
○ 計画評価専門部会及び懇話会でいただいた意見については、各事業所管課

にフィードバックし目標達成に向けた改善等を図ります。 
○ 計画の推進状況及び評価結果については、毎年度、県民へ公表を行います。 
 

「第５次千葉県男女共同参画計画」における評価の概要図 
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◎ ○ △ ー
   (到達度
  80％以上,
     進展,維持)

    (到達度
   20％以上
   80％未満)

   (到達度
  20％未満)

（未判明）

 Ⅰ あらゆる分野で男女がともに
   活躍できる環境づくり

5 4 4 1 14

 Ⅱ 安全・安心に暮らせる社会づくり 4 2 4 2 12
 Ⅲ 男女共同参画社会の実現に
      向けた基盤づくり

0 0 0 3 3

  推進体制 0 1 1 0 2
計  9 7 9 6 31

基本目標等 計

➢ 令和４年度の自己評価結果について 

○ 第５次計画における全３１指標の令和７年度末目標値に対する到達状況は、 

下表のとおりです。 
  
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
➢ 計画評価専門部会による令和４年度の外部評価結果について 

○ 令和４年８月４日に実施した計画評価専門部会では、到達度２０％未満の指標
を中心に９指標について意見をいただきました。その結果については、次ページ
のとおりです。 

○ 計画評価専門部会において、各外部有識者からいただいた意見等については、
各事業所管課にフィードバックを行いました。引き続き、目標達成に向けた改善
等を図っていきます。 

○ また、指標自体が男女別データになっていない点等の意見を踏まえ、今後検討
を行い、次回以降の懇話会において改善点を報告します。 

３１指標の令和７年度末 

目標値に対する到達状況 

○ 『基本目標Ⅰ あらゆる分野で男女がともに活躍できる

環境づくり』では、１４指標中、５指標（『子どもを生み

育てやすいと感じる家庭の割合』等）が到達度「◎」 

(到達度８０％以上等)ですが、４指標（『県の審議会等に

おける女性委員割合』等）の到達度が「△」（到達度 

２０％未満）でした。『基本目標Ⅱ 安全・安心に暮らせる

社会づくり』では、１２指標中、４指標（『県内消防団に

おける女性消防団員数』等）が到達度「◎」ですが、 

４指標（『自殺死亡率』等）の到達度が「△」でした。 

『基本目標Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた基盤 

づくり』では、全３指標が未判明であり、『推進体制』で

は、２指標中、１指標（『千葉県男女共同参画地域推進員

設置市町村数』）の到達度が「△」でした。 

○ 計画の全２６５事業の内、７７事業が実施に当たり新型

コロナウイルス感染拡大に伴う影響を受けましたが、各種

会議や研修のオンライン化、規模を縮小し分散開催する

等、実施方法の工夫により対応しました。 

120



計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

３０.３％

(Ｒ２.４.１)

３１.６％

(Ｒ４.４.１)

１３.４% ４０％

計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

８.４％

(Ｒ２.３.３１)

８.９% ７.６% １５％

令和４年度評価に対する計画評価専門部会における主な意見 

 

＜＜各指標についての主な意見＞＞ 

   ※ 複数の委員から同様の意見があったものについては、まとめて記載しています。 

 

【指標Ｎｏ.１２】  県の審議会等における女性委員割合 

【関連事業】 事業Ｎｏ.７３  県が設置する審議会等への女性登用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

 ○ 女性進出が進んでいない分野における女性委員数を上げる努力が必要。 

 ○ 議論するに当たり、個々の審議会等における女性委員割合等の詳細な情報が必要。 

 ○ 男女共同参画の意識醸成を図ること、女性人材リスト等による積極的な働きかけに

期待する。 

 ○ 女性人材リストや庁内への働きかけでは足りず、業界団体への働きかけなどの外へ

の発信も必要なのではないか。 

 ○ 女性人材リストは、手上げ方式では登録を集めるのは難しい。オプトアウト方式を

用いることで、人材発掘に繋がるのではないか。 

 ○ 「クオータ制」や「全ての審議会等で女性委員割合４０％」、「あて職を廃止」等の

制度設計も必要ではないか。 

 

 

 

【指標Ｎｏ.１３】  農業協同組合の役員に占める女性の割合 

【関連事業】 事業Ｎｏ.８２  農業協同組合の女性役員の登用促進 
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計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

１３.５％

(Ｒ２.３.３１)

１５.０％ ９.１% ３０％

 

 意 見  

 ○ 女性活躍推進法に基づく一般事業主行動計画を全ての農業協同組合で策定している

と思うので、それを集めて分析する必要がある。 

○ 女性役員を増員した農業協同組合に対し、県からの助成や支援を厚くするなど  

何かしらのインセンティブをつける方策も必要ではないか。 

 ○ 農業協同組合における女性組合員や女性総代の割合が少ないので、女性役員枠の 

拡大やクオータ制の導入等で対応してはどうか。 

 ○ 農業協同組合における女性組合員が増えるよう、女性が活動しやすい環境や、女性

の意見が農業協同組合運営に反映される等の環境づくりも重要。 

 ○ 役員になるのは地域からの推薦等が必要であり、行政や農業協同組合の積極的な 

働きがけが重要になるため、行政の更なる働きかけに期待する。 

 ○ 農業協同組合の中に、自治体の女性農業委員と連動するような役職を創設しては 

どうか。 

 

 

 

【指標Ｎｏ.１４】  農業委員に占める女性の割合 

【関連事業】 事業Ｎｏ.８３  女性農業委員等の登用促進 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

 ○ 農業委員の公募に当たり、募集人数を男女半数や男女別に設定してはどうか。 

 ○ 女性の方が参画・活動しやすい環境を、組織としてどう整えていくかが重要だと  

考える。 

○ 農業委員選出方法や女性の農業委員希望者が少ない理由について等の分析を更に 

行うべきで、もっと情報があると議論が深められた。 

 ○ 女性だけでなく男性の意識改革が必要で、各自治体の成功事例の紹介等、行政の  

更なる働きかけを期待する。 

 ○ 女性の農業委員希望者がいないことを理由に挙げる市町村を中心に、男女共同参画

の取組の必要性等について理解していただけるよう、県からの広報に期待する。 

 ○ 女性自身に認定農業者になってもらう、農業協同組合の会員になってもらう取り 

組みが、必要ではないか。 
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計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

３６市町

(Ｒ２.２.１)

３７市町 ５.６% ５４市町村

計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

２２,２５２人

(Ｒ２.２.１)

１８,９５５人 ０.０%

増加を

目指します

 

【指標Ｎｏ.２０】  総合型地域スポーツクラブ設置市町村数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１７１  総合型地域スポーツクラブの設立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

 ○ 市町村によって人口数も大きく異なることから、人口に応じた市町村ごとの設置 

目標数（最低１以上）があっても良いと考える。 

 ○ 地域住民への広報・周知不足を感じる。 

 ○ 事業所や職場などのグループや地域を超えた人のグループなど、地域住民だけで 

なく多様な人を巻き込んだクラブの在り方を検討してはどうか。 

 

 

 

【指標Ｎｏ.２１】  総合型地域スポーツクラブ会員数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１７１  総合型地域スポーツクラブの設立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

 ○ 総合型地域スポーツクラブの存在をもっとＰＲしていく必要があると考える。 

 ○ 体操やランニングなどハードルの低い運動等で参加者を広げてみてはどうか。また、

障害者スポーツやユニバーサルスポーツなどの取組や、女性や障害者も含めた誰もが

活動しやすいあり方を見直し検討することで、多様な参加も見込めるのではないか。 

 ○ 年月が経つにつれて固定化して、新たな人たちを受け入れられなくなっているよう

に感じる。もう一度、活動日・時間・場所・種目・開催の方法など地域のクラブの    

在り方を見直し、女性や障害者も含め誰もが活動しやすいあり方を検討してはどうか。 
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計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

６２.５％

(Ｒ２.２.１)

６２.５％ ０.０%

増加を

目指します

計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

１６.０

(Ｒ元年)

１６．０

（Ｒ３年暫定値）

０.０%

減少を

目指します

 

【指標Ｎｏ.２２】  成人の週１回以上のスポーツ実施率 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１７１  総合型地域スポーツクラブの設立支援 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

○ スポーツをしていることで健康に繋がるという効果がデータとして示せれば、  

スポーツ実施率の向上に繋がると思われる。 

 ○ 子育て世代のスポーツ実施率を高める必要があるとすれば、男女のワークバランス

等の適正化も同時に図り、時間捻出ができるような社会づくりも必要となる。 

 

 

 

 

 

【指標Ｎｏ.２３】  自殺死亡率 

           （人口動態統計に基づく人口１０万人当たりの自殺者数） 

【関連事業】 事業Ｎｏ.１７４  自殺対策の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

 ○ 年代別の数値を分析し傾向をつかみ、関係機関と連携して取り組んでいただきたい。 

 ○ 電話相談への女性のアクセス数、割合の数値を出し、それについて検討する必要が

ある。 

○ 自殺に関連する、生きづらさを抱えている方が相談できる体制の強化が必要と考え

る。 

○ 相談窓口の電話回線を増やしてもしっかりとフォローできないと手落ちになる。 

 ○ 若い女性専用のＳＮＳ相談窓口の設置を是非お願いしたい。 

124



計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

４４市町村

(Ｒ２.４.２８)

４５市町村 １０.０%

５４市町村

（全市町村）

計画策定時値

(令和元年度)

実績値

(令和３年度末)

令和７年度末

目標値に対する

到達度

目標値

(令和７年度)

４１市町村

(Ｒ２.４.１)

４９市町村 ６１.５%

５４市町村

（全市町村）

 

【指標Ｎｏ.３０】  千葉県男女共同参画地域推進員設置市町村数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２５８  千葉県男女共同参画地域推進員制度の充実 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２５９  市町村における推進体制づくりの支援 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２６０  市町村における男女共同参画計画策定の支援 

 

 

 

 

 

 

 

 

 意 見  

 ○ 推進員の市町村での活動（具体的に何をしていて、それが男女共同参画の推進に  

どう役立つのか）の動画を作り、YouTube などで配信する等の見える化を行い、   

推進員が魅力的に思えるような広報啓発活動が必要である。 

○ 市町村の男女共同参画への理解、協力が必要と考える。また、市町村に対して、  

丁寧な聞き取りや助言も必要である。 

○ 全市町村設置を達成できるよう県として積極的に取り組んでいただきたい。 

○ 市町村毎の推進員の人数や男女比のデータも議論するうえで必要である。 

○ 推進員を設置したからＯＫとはならないように、推進員の活用状況についても注視

する必要がある。 

○ 世代毎に区分し、同世代の推進員を選出するようにしてはどうか。 

 

 

 

【指標Ｎｏ.３１】  男女共同参画計画策定市町村数 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２５８  千葉県男女共同参画地域推進員制度の充実 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２５９  市町村における推進体制づくりの支援 

【関連事業】 事業Ｎｏ.２６０  市町村における男女共同参画計画策定の支援 
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 意 見  

○ 計画策定が優先だと思うが、計画策定後の評価や見直しを丁寧に進めることが重要

だと考えるので、県としてのサポートに期待する。 

○ 市町村に対して県がどのような働きかけを行ってきたのかをそれぞれの市町村毎

に明記する必要がある。記載がないと、これでいいと判断することができない。 

○ 計画策定後は、条例制定についても呼びかけをお願いしたい。 

 

 

 

＜＜全般的意見＞＞ 

 

 意 見  

○ 目標値は数値目標とした方が良い。 

○ 男女別数値（ジェンダー統計）を指標としないと男女共同参画の観点からの課題が

見えてこない。 

○ 男女共同参画にどうつながるか難しい指標があり、計画の指標として見直しが必要

である。 

○ 議論に必要なデータが不足しており、議論が深まらない。 

○ 議論時間が短く、目標達成を目指すために議論時間は増やして設定する必要がある。

事業所管課へ今回意見をフィードバックした後に、再度の議論を行う等、複数回開催

する方法もあると考える。  

○ （審議会等における女性登用について）人がいないと言われた場合に、クオータ制を

含めて可能なメニューを提示し、またインセンティブをつけるために予算をつける 

などの対応をする必要がある。 

126



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
2

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
３
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

県
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
割
合

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

3
0
.
3
％

（
R
2
.
4
.
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
4
0
％

関
係

事
業

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
県
が
設
置
す
る
審
議
会
等
へ
の
女
性
登
用
促
進

0
0

①
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策
１
　
県
が
設
置
す
る
審
議
会
等
へ
の
女
性
登
用
促
進

施
策

計
0

0

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

県
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
割
合

4
0
.
6
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

4
0
％

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

3
0
.
3
％

（
R
2
.
4
.
1
）

3
0
.
5
％

（
R
3
.
4
.
1
）

3
1
.
6
％

（
R
4
.
4
.
1
）

30.
3 

30.
5 

31.
6 

30.
3 

31.
9 

33.
5 

40.
0 

0.010.
0

20.
0

30.
0

40.
0

50.
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

7
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

施
策
１
　
県
が
設
置
す
る
審
議
会
等
へ
の
女
性
登
用
促
進

関
係

指
標

県
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
割
合

・
県
の
審
議
会
等
の
委
員
の
う
ち
、
女
性
人
材
が
少
な
い
分
野
に
つ
い
て
、
市
町
村
や
各
種
団
体
及
び
庁
内
各
課
等
へ
女
性
人
材
の
情
報
提
供
を
依
頼
す
る
な
ど
、
女
性
人
材
リ
ス
ト
の
よ
り
一

層
の
情
報
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
同
リ
ス
ト
の
分
野
ご
と
の
検
索
機
能
を
改
善
し
使
い
や
す
さ
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
附
属
機
関
委
員
選
考
の
事
前
協
議
に
お
い
て
、
附
属
機
関
担
当
職
員

の
男
女
共
同
参
画
の
意
識
醸
成
を
図
る
ほ
か
、
女
性
委
員
の
割
合
が
4
0
％
に
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
女
性
登
用
数
を
具
体
に
示
し
た
上
で
、
千
葉
県
女
性
人
材
リ
ス
ト
だ
け
で
な
く
内
閣
府
の

女
性
人
材
リ
ス
ト
の
活
用
も
促
す
な
ど
、
庁
内
各
課
に
対
し
積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

0 0

・
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
い
て
、
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
県
に
お
け
る
審
議
会
等
に
お

け
る
女
性
登
用
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

・
県
の
附
属
機
関
の
委
員
の
改
選
に
当
た
っ
て
は
、
担
当
課
と
事
前
協
議
を
実
施
し
、
女
性
の
登
用
を
働
き
か
け
ま
す
。

・
県
の
附
属
機
関
委
員
選
考
の
事
前
協
議
に
お
い
て
、
県
内
外
の
各
分
野
で
活
躍
し
て
い
る
女
性
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
た
「
千
葉
県
女
性
人
材
リ
ス
ト
」
の
積
極
的
な
活
用
を
庁
内
に
働
き
か

け
る
こ
と
に
よ
り
、
令
和
3
年
度
は
4
0
名
分
の
登
録
者
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
2
1
の
県
の
審
議
会
に
つ
い
て
事
前
協
議
を
行
い
、
積
極
的
に
女
性
の
登
用
を
働
き
か
け
ま
し
た
。
指
標

「
県
の
審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
割
合
」
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
時
点
で
3
1
.
6
％
と
な
り
、
対
前
年
比
で
1
.
1
ポ
イ
ン
ト
増
加
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
指
標
の
増
加
に
当
た
っ
て
は
、
県
の
附

属
機
関
委
員
選
考
の
事
前
協
議
等
の
取
組
も
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
女
性
委
員
の
割
合
が
増
加
し
な
い
要
因
と
し
て
、
特
定
分
野
に
お
け
る
女
性
人
材
が
少
な
い
こ
と
が
要
因
の
一
つ
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
千
葉
県
女
性
人
材
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
令
和
3
年
度
は
庁
内
か
ら
の
提
供
依
頼
が
4
回
で
あ
り
、
活
用
に
つ
い
て
更
に
呼
び
か
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
分
野
に
よ
っ
て
は
登
録
さ
れ

て
い
る
女
性
人
材
情
報
が
不
足
し
て
お
り
、
女
性
人
材
リ
ス
ト
の
情
報
充
実
も
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

施
策
の
方
向
①
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

重
点

的
取

組
該
当

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
３
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

県
が
設
置
す
る
審
議
会
等
へ
の
女
性
登
用
促
進

担
当

課
総

合
企

画
部

男
女

共
同

参
画

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
3

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
３
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

農
業
協
同
組
合
の
役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

8
.
4
％

（
R
2
.
3
.
3
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
1
5
％

関
係

事
業

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
農
業
協
同
組
合
の
女
性
役
員
の
登
用
促
進

0
0

①
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策
５
　
事
業
所
、
団
体
等
に
お
け
る
女
性
登
用
促
進

施
策

計
0

0

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

農
業
協
同
組
合
の
役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

2
2
.
7
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

1
5
％

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

8
.
4
％

（
R
2
.
3
.
3
1
）

8
.
5
％

8
.
9
%

8.4
 

8.5
 

8.9
 

8.4
 

9.5
 

10.
6 

15.
0 

0.05.010.
0

15.
0

20.
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7
実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

8
2

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

　
施
策
５
　
事
業
所
、
団
体
等
に
お
け
る
女
性
登
用
促
進

関
係

指
標

農
業
協
同
組
合
の
役
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

・
令
和
3
年
1
1
月
1
7
日
に
開
催
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
千
葉
県
大
会
に
お
い
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
千
葉
と
し
て
女
性
の
活
躍
推
進
を
決
議
し
ま
し
た
。
こ
の
決
議
の
中
で
は
、
役
員
だ
け
で
な
く
正
組
合
員
及
び
総

代
に
お
け
る
女
性
運
営
参
画
目
標
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
千
葉
と
連
携
し
て
女
性
役
員
登
用
だ
け
で
な
く
、
正
組
合
員
数
及
び
総
代
数
の
増
加
に
つ
い
て
も
働

き
か
け
を
行
い
ま
す
。

・
昨
年
度
実
施
し
た
女
性
理
事
2
名
へ
の
聞
き
取
り
結
果
を
基
に
、
今
年
度
実
施
予
定
の
各
農
業
協
同
組
合
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
際
に
は
、
女
性
登
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
課
題
に
つ
い
て
よ
り
各
農
業
協

同
組
合
の
実
情
に
踏
み
込
ん
だ
対
話
を
実
施
し
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

0 0

・
農
業
に
お
け
る
政
策
・
方
針
決
定
に
お
い
て
、
男
女
の
意
見
を
等
し
く
反
映
さ
せ
る
た
め
、
女
性
の
政
策
・
方
針
決
定
過
程
の
場
へ
の
参
画
を
進
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
農
業
協
同
組
合
（
Ｊ
Ａ
）

に
お
け
る
女
性
役
員
の
登
用
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

・
役
員
改
選
時
期
に
合
わ
せ
て
、
農
業
協
同
組
合
に
女
性
役
員
登
用
を
要
請
し
ま
す
。

・
「
男
女
共
同
参
画
女
性
活
躍
・
男
女
共
同
参
画
の
重
点
方
針
2
0
2
1
」
（
令
和
3
年
6
月
1
6
日
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
・
男
女
共
同
参
画
推
進
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
、
例
年
は
当

課
か
ら
の
み
各
農
業
協
同
組
合
に
対
し
て
発
出
す
る
女
性
役
員
登
用
要
請
文
書
を
、
Ｊ
Ａ
千
葉
中
央
会
か
ら
も
各
農
業
協
同
組
合
に
対
し
て
9
月
に
発
出
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
前
年
度
ま
で
は
、
2
年
度
先
ま
で
に
役
員
改
選
を
迎
え
る
農
業
協
同
組
合
に
女
性
役
員
登
用
要
請
を
実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
全
農
業
協
同
組
合
に
対
し
「
女
性
役
員
に
占
め
る
女
性

割
合
の
目
標
設
定
」
及
び
「
女
性
役
員
登
用
の
た
め
の
取
組
計
画
の
決
定
及
び
取
組
の
推
進
」
に
つ
い
て
も
併
せ
て
要
請
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
以
上
の
取
組
に
よ
り
、
女
性
役
員
数
は
前
年
度
か
ら
1
名
増
加
し
ま
し
た
。

・
実
際
に
女
性
役
員
と
し
て
活
動
し
て
い
る
2
名
の
理
事
に
対
し
て
、
課
題
等
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
女
性
役
員
数
及
び
割
合
が
増
え
な
い
要
因
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
の
女
性
役
員
が
「
女
性
枠
」
で
登
用
さ
れ
て
お
り
、
地
区
か
ら
選
出
さ
れ
る
女
性
役
員
数
が
少
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
業
協
同
組
合
の
女
性
正
組
合
員
数
及
び
総
代
数
が
少
な
い
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
施
策
の
方
向
①
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

重
点

的
取

組
該
当

　
基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

　
基
本
的
な
課
題
３
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

農
業
協
同
組
合
の
女
性
役
員
の
登
用
促
進

担
当

課
農

林
水

産
部

団
体

指
導

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

1
4

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅰ
　

あ
ら

ゆ
る

分
野

で
男

女
が

と
も

に
活

躍
で

き
る

環
境

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
３

　
政

策
・
方

針
決

定
過

程
に

お
け

る
男

女
共

同
参

画
の

促
進

農
業

委
員

に
占

め
る

女
性

の
割

合
計

画
策

定
時

（
令

和
元

年
度

）

1
3
.
5
％

（
R
2
.
3
.
3
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
3
0
％

関
係

事
業

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

女
性

農
業

委
員

等
の

登
用

促
進

　
 

0
0

①
　

政
策

・
方

針
決

定
過

程
へ

の
男

女
共

同
参

画
の

促
進

重
点

的
取

組
該

当
施

　
策

施
策

５
　

事
業

所
、

団
体

等
に

お
け

る
女

性
登

用
促

進

施
策

計
0

0

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

農
業

委
員

に
占

め
る

女
性

の
割

合
2
7
.
3
%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度

3
0
.
0
%

令
和

６
年

度
令

和
７

年
度

目
標

（
令

和
７

年
度

）

1
3
.
5
％

（
R
2
.
3
.
3
1
）

1
4
.
6
％

1
5
.
0
%

13.
5 

14.
6 

15.
0 

13.
5 

16.
3 

19.
0 

30.
0 

0.05.010.
0

15.
0

20.
0

25.
0

30.
0

35.
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

8
3

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

施
策
５
　
事
業
所
、
団
体
等
に
お
け
る
女
性
登
用
促
進

関
係

指
標

農
業
委
員
に
占
め
る
女
性
の
割
合

・
積
極
的
対
応
を
行
っ
て
い
る
市
町
村
の
事
例
等
の
情
報
を
他
の
市
町
村
に
提
供
を
行
う
な
ど
、
更
な
る
周
知
活
動
を
行
い
ま
す
。

・
各
市
町
村
農
業
委
員
会
の
改
選
時
期
に
あ
わ
せ
、
引
き
続
き
市
町
村
へ
女
性
農
業
委
員
登
用
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

0 0

・
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
い
て
、
男
女
が
共
同
し
て
参
画
す
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
基
盤
を
成
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
市
町
村
農
業
委
員
会
に
お

け
る
女
性
農
業
委
員
の
登
用
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

・
研
修
会
・
会
議
等
の
機
会
を
通
じ
て
、
女
性
の
参
画
の
必
要
性
等
に
つ
い
て
市
町
村
農
業
委
員
会
に
対
し
て
周
知
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

・
農
業
委
員
6
6
2
人
中
女
性
委
員
は
9
9
人
と
な
り
、
県
内
農
業
委
員
会
に
お
け
る
女
性
委
員
の
割
合
は
令
和
2
年
度
の
1
4
.
6
％
か
ら
令
和
3
年
度
は
1
5
.
0
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
県
内
各
市
町
村
の
う
ち
、
女
性
農
業
委
員
の
い
な
い
農
業
委
員
会
は
０
と
な
り
ま
し
た
。

・
見
込
み
の
あ
る
女
性
候
補
者
を
選
定
し
た
上
で
、
当
該
者
及
び
家
族
へ
積
極
的
に
働
き
か
け
る
こ
と
に
よ
り
女
性
農
業
委
員
数
の
向
上
に
努
め
よ
う
と
す
る
取
組
が
あ
る
一
方
、
希
望
者
が
い
な

い
こ
と
を
理
由
に
女
性
登
用
が
不
可
能
と
考
え
る
市
町
村
も
あ
り
、
市
町
村
の
意
識
及
び
対
応
に
著
し
い
乖
離
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
推
進
方
法
が
分
か
ら
な
い
と
い
っ
た
市
町
村
に
対
す
る

優
良
事
例
等
の
情
報
提
供
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

施
策
の
方
向
①
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の
男
女
共
同
参
画
の
促
進

重
点

的
取

組
該
当

基
本
目
標
Ⅰ
　
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
男
女
が
と
も
に
活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

　
基
本
的
な
課
題
３
　
政
策
・
方
針
決
定
過
程
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
促
進

女
性
農
業
委
員
等
の
登
用
促
進

担
当

課
農

林
水

産
部

農
地

・
農

村
振

興
課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
0

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
６
　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
促
進

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
置
市
町
村
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

3
6
市
町

（
R
2
.
2
.
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
5
4
市
町
村

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
支
援

3
4
7

2
9
2

　
　
　
①
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
支
援
の
推
進

重
点

的
取

組
－

施
　

策
施
策
１
　
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

目
標
（
令
和
７
年
度
）

施
策

計
3
4
7

2
9
2

評
価

年
度

の
進

捗
率

※
２

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
設
置
市
町
村
数

1
6
.
7
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
７
年
度

5
4
市
町
村

3
6
市
町

（
R
2
.
2
.
1
）

3
6
市
町

3
7
市
町

関
係

事
業

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

36 
36 

37 
36 

39 
42 

54 

0102030405060

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
1

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
６
　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
促
進

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

2
2
,
2
5
2
人

（
R
2
.
2
.
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
増
加
を
目
指
し
ま
す

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
支
援

3
4
7

2
9
2

　
　
　
①
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
支
援
の
推
進

重
点

的
取

組
－

施
　

策
施
策
１
　
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

目
標
（
令
和
７
年
度
）

施
策

計
3
4
7

2
9
2

評
価

年
度

の
進

捗
率

※
２

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
数

0
.
0
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
７
年
度

増
加
を
目
指
し
ま
す

2
2
,
2
5
2
人

（
R
2
.
2
.
1
）

2
0
,
8
8
4
人

1
8
,
9
5
5
人

関
係

事
業

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

22,2
52 

20,
884

 
18,

955
 

22,
252

 

7,00
0

12,
000

17,
000

22,
000

27,
000

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
2

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

基
本
的
な
課
題
６
　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
促
進

成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

6
2
.
5
％

（
R
2
.
2
.
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
増
加
を
目
指
し
ま
す

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
設
立
支
援

3
4
7

2
9
2

　
　
　
①
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
支
援
の
推
進

重
点

的
取

組
－

施
　

策
施
策
１
　
一
人
ひ
と
り
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

目
標
（
令
和
７
年
度
）

施
策

計
3
4
7

2
9
2

評
価

年
度

の
進

捗
率

※
２

成
人
の
週
１
回
以
上
の
ス
ポ
ー
ツ
実
施
率

0
.
0
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
７
年
度

増
加
を
目
指
し
ま
す

6
2
.
5
％

（
R
2
.
2
.
1
）

6
5
.
1
％

6
2
.
5
%

関
係

事
業

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

62.
5 

65.
1 

62.
5 

62.
5 

20.
0

30.
0

40.
0

50.
0

60.
0

70.
0

80.
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7
実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
7
1

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

　
基

本
目

標
Ⅱ

　
安

全
・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
　

基
本

的
な

課
題

６
　

生
涯

を
通

じ
た

健
康

づ
く

り
の

促
進

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

の
設

立
支

援
担

当
課

環
境

生
活

部
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
振

興
課

　
施

策
の

方
向

①
　

生
涯

を
通

じ
た

男
女

の
健

康
支

援
の

推
進

重
点

的
取

組
―

　
施

策
１

　
一

人
ひ

と
り

に
応

じ
た

健
康

づ
く

り
関

係
指

標
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
設

置
市

町
村

数
・
会

員
数

、
成

人
の

週
1
回

以
上

の
ス

ポ
ー

ツ
実

施
率

・
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
以

外
で

も
、

地
域

の
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

は
数

多
く

あ
り

、
子

供
を

所
属

さ
せ

て
い

る
場

合
で

も
、

保
護

者
は

送
迎

や
応

援
の

み
と

い
う

場
合

も
多

く
み

ら
れ

ま
す

。
性

別
に

関
わ

ら
ず

、
子

供
と

一
緒

に
ス

ポ
ー

ツ
を

楽
し

ん
だ

り
、

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

等
が

で
き

る
提

案
を

し
て

い
く

た
め

、
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
や

市
町

村
生

涯
ス

ポ
ー

ツ
主

管
課

と
協

力
し

、
ス

ポ
ー

ツ
環

境
の

整
備

を
図

っ
て

い
く

予
定

で
す

。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

3
4
7

2
9
2

・
全

て
の

県
民

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

み
、

健
康

で
活

力
あ

る
生

活
を

送
れ

る
よ

う
 
、

幅
広

い
世

代
の

人
々

が
各

自
の

興
味

・
関

心
に

あ
っ

た
ス

ポ
ー

ツ
を

行
え

る
よ

う
な

地
域

に
密

着
し

た
ス

ポ
ー

ツ

ク
ラ

ブ
の

設
立

を
推

進
す

る
こ

と
に

よ
り

、
成

人
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
の

向
上

を
目

指
し

ま
す

。

・
総

合
型

地
域

ス
ポ

ー
ツ

ク
ラ

ブ
の

育
成

・
発

展
に

向
け

た
支

援
を

目
的

と
し

、
創

設
・
運

営
に

係
る

課
題

点
の

克
服

に
向

け
た

実
践

的
な

解
決

策
を

模
索

す
る

た
め

、
実

践
紹

介
や

グ
ル

ー
プ

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

な
ど

の
情

報
交

換
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

県
内

の
総

合
型

ク
ラ

ブ
関

係
者

、
市

町
村

体
育

・
ス

ポ
ー

ツ
行

政
担

当
者

の
連

携
や

交
流

促
進

を
図

り
ま

し
た

。

・
県

内
の

総
合

型
ク

ラ
ブ

相
互

の
連

携
と

ク
ラ

ブ
関

係
者

の
親

睦
、

交
流

を
図

る
と

と
も

に
、

県
民

の
ス

ポ
ー

ツ
体

験
を

通
し

て
、

地
域

ス
ポ

ー
ツ

の
推

進
へ

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的
に

、
総

合
型

地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

交
流

会
「
ス

ポ
ネ

ッ
ト
ち

ば
」
を

開
催

し
ま

し
た

。
令

和
3
年

度
は

新
型

コ
ロ

ナ
ウ

イ
ル

ス
感

染
症

の
感

染
拡

大
防

止
の

観
点

か
ら

、
従

来
通

り
の

開
催

方
法

（
大

規
模

・
1
カ

所
）
を

変
更

し
、

大
幅

に
規

模
を

縮
小

し
県

内
5
カ

所
で

分
散

大
会

を
実

施
し

ま
し

た
。

・
令

和
4
年

4
月

1
日

現
在

、
5
4
市

町
村

中
3
7
市

町
で

総
合

型
地

域
ス

ポ
ー

ツ
ク

ラ
ブ

が
設

立
さ

れ
、

地
域

住
民

が
ス

ポ
ー

ツ
に

親
し

む
た

め
の

基
盤

が
作

ら
れ

て
い

ま
す

。
8
8
ク

ラ
ブ

に
、

約

1
9
,
0
0
0
名

の
会

員
が

お
り

、
そ

の
う

ち
約

8
,
5
0
0
名

が
女

性
で

す
。

県
民

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

か
ら

、
会

員
に

は
高

齢
者

の
占

め
る

割
合

が
大

き
く

、
働

き
世

代
、

子
育

て
世

代
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率

が
高

齢
者

と
比

べ
る

と
低

い
こ

と
が

分
か

っ
て

お
り

、
こ

れ
ら

の
世

代
の

ス
ポ

ー
ツ

実
施

率
を

上
げ

る
こ

と
は

、
生

涯
を

通
じ

た
男

女
の

健
康

づ
く

り
の

促
進

の
た

め
に

、
重

要
な

課
題

で
す

。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

2
3

指
標

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

基
本

目
標

Ⅱ
　

安
全

・
安

心
に

暮
ら

せ
る

社
会

づ
く

り
基

本
的

な
課

題
基

本
的

な
課

題
６

　
生

涯
を

通
じ

た
健

康
づ

く
り

の
促

進

自
殺

死
亡

率

（
人

口
動

態
統

計
に

基
づ

く
人

口
１

０
万

人
当

り
の

自
殺

者
数

）

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

1
6
.
0

（
R
元

年
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）
減

少
を

目
指

し
ま

す

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　

自
殺

対
策

の
推

進
 
 

1
1
8
,
7
8
7

1
0
6
,
0
0
6

　
　

　
①

　
生

涯
を

通
じ

た
男

女
の

健
康

支
援

の
推

進
重

点
的

取
組

－
施

　
策

施
策

３
　

自
殺

対
策

の
推

進

目
標

（
令

和
７

年
度

）

施
策

計
1
1
8
,
7
8
7

1
0
6
,
0
0
6

評
価

年
度

の
進

捗
率

※
２

自
殺

死
亡

率

（
人

口
動

態
統

計
に

基
づ

く
人

口
１

０
万

人
当

り
の

自
殺

者
数

）

0
.
0
%

令
和

元
年

度
※

１
令

和
２

年
度

令
和

７
年

度

減
少

を
目

指
し

ま
す

1
6
.
0

（
R
元

年
）

1
7
.
2

1
6
.
0

（
R
３

年
暫

定
値

）

関
係

事
業

令
和

３
年

度
令

和
４

年
度

令
和

５
年

度
令

和
６

年
度

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

16.
0 

17.
2 

16.
0 

16.
0 

4.09.014.
0

19.
0

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

1
7
4

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に

は
そ

の
対

応
事

項
、

指
標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に

は
そ

の
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま

え
た

課
題

等
(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に

は
そ

の
対

応
に

当
た

っ
て

の
課

題
を

踏
ま

え

た
具

体
的

な
取

組
(
※

)
)

　
基
本
目
標
Ⅱ
　
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
社
会
づ
く
り

基
本

的
な

課
題

　
基
本
的
な
課
題
６
　
生
涯
を
通
じ
た
健
康
づ
く
り
の
促
進

自
殺
対
策
の
推
進

担
当

課
健

康
福

祉
部

健
康

づ
く
り

支
援

課

　
施
策
の
方
向
①
　
生
涯
を
通
じ
た
男
女
の
健
康
支
援
の
推
進

重
点

的
取

組
―

　
施
策
３
　
自
殺
対
策
の
推
進

関
係

指
標

自
殺
死
亡
率

（
人
口
動
態
統
計
に
基
づ
く
人
口
1
0
万
人
当
た
り
の
自
殺
者
数
）

・
市
町
村
に
引
き
続
き
、
情
報
提
供
及
び
必
要
な
助
言
・
指
導
等
を
行
う
と
と
も
に
、
自
殺
対
策
担
当
者
研
修
を
実
施
し
、
地
域
に
お
け
る
自
殺
対
策
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
気
軽
に
相
談
が
で
き
る
S
N
S
相
談
窓
口
や
電
話
相
談
窓
口
の
更
な
る
周
知
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
電
話
相
談
は
回
線
数
を
増
や
し
て
、
対
応
し
ま
す
。

・
Ｚ
o
o
m
で
の
研
修
を
検
討
し
た
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
万
全
に
し
た
う
え
で
の
対
面
事
業
の
再
開
な
ど
、
な
る
べ
く
中
止
に
す
る
事
業
が
少
な
く
な
る
よ
う
、
事
業
の
実
施
方
法

を
検
討
し
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

1
1
8
,
7
8
7

1
0
6
,
0
0
6

・
県
民
一
人
ひ
と
り
の
気
づ
き
と
見
守
り
で
自
殺
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
自
殺
対
対
策
を
市
町
村
、
民
間
団
体
等
関
係
機
関
相
互
の
密
接
な
連
携
に
よ
り
総
合
的
に
推
進
し
ま

す
。

　
・
「
誰
も
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
の
な
い
千
葉
県
」
を
目
指
し
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
市
町
村
や
関
係
団
体
が
実
施
す
る
自
殺
対
策
事
業
に
対
す
る
補
助
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
相
談

窓
口
の
開
設
や
人
材
（
相
談
員
等
）
養
成
の
た
め
の
研
修
会
の
実
施
、
相
談
窓
口
へ
と
つ
な
ぐ
検
索
連
動
型
広
告
を
始
め
と
す
る
普
及
啓
発
活
動
、
自
殺
未
遂
者
支
援
な
ど
総
合
的
な
自
殺
対

策
推
進
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
令
和
3
年
の
自
殺
死
亡
率
は
、
対
前
年
比
で
約
7
％
減
少
し
ま
し
た
。

・
自
殺
に
よ
る
死
亡
者
は
、
全
体
と
し
て
減
少
傾
向
で
あ
る
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
女
性
の
自
殺
者
数
は
高
止
ま
り
し
て
い
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
で
行
動
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
県
・
市
町
村
と
も
に
計
画
通
り
事
業
を
進
め
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

3
0

指
標

名

計
画

の
位

置
付

け

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
設
置
市
町
村
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

4
4
市
町
村

（
R
2
.
4
.
2
8
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）

5
4
市
町
村

（
全
市
町
村
） 1
5
8

関
係

事
業

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
制
度
の
充
実

２
　
市
町
村
に
お
け
る
推
進
体
制
づ
く
り
の
支
援

1
,
5
8
7

1
,
0
6
8

1
,
1
8
7

8
5
4

6
0

5
6

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
設
置
市
町
村
数

3
0
.
3
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

5
4
市
町
村

（
全
市
町
村
）

　
推
進
体
制

4
4
市
町
村

（
R
2
.
4
.
2
8
）

4
4
市
町
村

4
5
市
町
村

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

施
策

計

３
　
市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画
の
支
援

3
4
0

44 
44 

45 
44 

46 
47 

54 

0102030405060

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
指

標
評

価
シ

ー
ト

）
指

標
N

o
.

3
1

指
標

名

計
画

の
位

置
付

け

【
指

標
の

進
捗

状
況

】

※
1
 
太

線
枠

で
囲

ん
だ

年
度

の
数

値
は

、
目

標
設

定
時

の
現

状
値

。
二

重
線

枠
で

囲
ん

だ
年

度
の

数
値

は
、

評
価

年
度

の
実

績
値

。

※
2
 
評

価
年

度
の

進
捗

率
＝

（
評

価
年

度
の

実
績

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
÷

（
評

価
年

度
の

目
安

値
－

目
標

設
定

時
の

現
状

値
）
×

1
0
0
　

　
※

3
 
グ

ラ
フ

上
の

数
値

は
端

数
処

理
に

よ
り

表
記

。

　
推
進
体
制

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
市
町
村
数

計
画

策
定

時
（
令

和
元

年
度

）

4
1
市
町
村

（
R
2
.
4
.
1
）

目
標

（
令

和
７

年
度

）

5
4
市
町
村

（
全
市
町
村
）

関
係

事
業

事
業

名
令

和
３

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

令
和

３
年

度
決

算
額

（
千

円
）

１
　
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
制
度
の
充
実

２
　
市
町
村
に
お
け
る
推
進
体
制
づ
く
り
の
支
援

３
　
市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画
の
支
援

3
4
0

1
5
8

施
策

計
1
,
5
8
7

1
,
0
6
8

1
,
1
8
7

8
5
4

6
0

5
6

指
　

標
　

の

進
　

捗
　

状
　

況

指
標

名
評

価
年

度
の

進
捗

率
※

２

男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
市
町
村
数

1
0
0
.
0
%

令
和
元
年
度
※
１

令
和
２
年
度

令
和
３
年
度

令
和
４
年
度

令
和
５
年
度

5
4
市
町
村

（
全
市
町
村
）

令
和
６
年
度

令
和
７
年
度

目
標
（
令
和
７
年
度
）

4
1
市
町
村

（
R
2
.
4
.
1
）

4
4
市
町
村

4
9
市
町
村

41 
44 

49 

41 
43 

45 
54 

0102030405060

R1
R2

R3
R4

R5
R6

R7

実績
値

目安
値
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
5
8

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

－
関

係
指

標
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
設
置
市
町
村
数
、
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
市
町
村
数

・
推
進
員
制
度
に
つ
い
て
、
子
育
て
世
代
や
男
性
な
ど
よ
り
幅
広
い
層
に
興
味
を
も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
、
S
N
S
等
を
通
じ
た
広
報
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

・
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る
会
議
を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
講
座
開
催
等
の
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま
す
。

・
推
進
員
の
知
識
向
上
等
を
図
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
引
き
続
き
、
国
の
動
向
や
社
会
的
テ
ー
マ
等
を
勘
案
し
た
研
修
講
座
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
推
進
員
が
研

修
に
参
加
し
や
す
い
よ
う
に
、
動
画
配
信
等
の
工
夫
を
行
い
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

1
,
1
8
7

8
5
4

市
町
村
と
連
携
し
て
地
域
特
性
を
踏
ま
え
た
男
女
共
同
参
画
を
効
果
的
に
促
進
す
る
た
め
、
県
が
委
嘱
し
た
地
域
推
進
員
を
核
と
し
た
地
域
に
お
け
る
広
報
・
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

・
全
市
町
村
へ
の
推
進
員
設
置
に
向
け
、
推
進
員
の
活
動
を
紹
介
す
る
動
画
の
作
成
を
行
い
、
未
設
置
市
町
村
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
た
に
長
南
町
よ
り
2
名
の
推
進
員

の
推
薦
が
あ
り
、
指
標
「
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
設
置
市
町
村
数
」
は
4
5
市
町
村
と
な
り
ま
し
た
。

・
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
男
女
共
同
参
画
行
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
県
内
6
地
域
(
「
千
葉
・
葛
南
」
「
東
葛
飾
」
「
北
総
」
「
海
匝
・
山
武
」
「
東
上
総
」
「
南
房
総
」
)
に
お
い
て
、
市
町
村
と
の
連
携

を
図
る
会
議
を
計
4
5
回
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
向
け
た
講
座
を
計
1
1
回
(
参
加
者
数
4
5
2
名
、
動
画
再
生
数
2
4
9
回
)
開
催
し
ま
し
た
。

・
ま
た
、
推
進
員
の
知
識
向
上
等
を
図
り
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
推
進
員
を
対
象
に
研
修
講
座
の
動
画
配
信
を
行
い
ま
し
た
。

・
推
進
員
の
高
齢
化
、
女
性
比
率
が
高
い
こ
と
か
ら
、
子
育
て
世
代
や
男
性
な
ど
新
た
な
人
材
発
掘
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
男
女
共
同
参
画
行
政
の
推
進
を
図
る
た
め
、
引
き
続
き
、
市
町
村
と
の
連
携
を
図
る
会
議
や
地
域
に
お
け
る
講
座
開
催
等
の
広
報
・
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
ま
た
、
推
進
員
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
国
の
動
向
や
社
会
的
テ
ー
マ
等
を
勘
案
し
て
、
推
進
員
を
対
象
と
し
た
研
修
講
座
を
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－
重

点
的

取
組

－

推
進
体
制

基
本

的
な

課
題

－

千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
制
度
の
充
実
（
再
掲
）

担
当

課
総

合
企

画
部

男
女

共
同

参
画

課
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第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
5
9

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

－
関

係
指

標
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
設
置
市
町
村
数
、
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
市
町
村
数

・
引
き
続
き
、
男
女
共
同
参
画
啓
発
用
パ
ネ
ル
を
市
町
村
に
対
し
て
貸
出
し
を
行
う
ほ
か
、
県
と
し
て
多
く
の
地
域
住
民
が
集
ま
る
公
共
施
設
等
に
お
い
て
同
パ
ネ
ル
の
掲
示
等
の
広
報
活
動
を
行

い
、
地
域
住
民
や
各
種
団
体
、
市
町
村
職
員
の
男
女
共
同
参
画
に
係
る
理
解
増
進
・
意
識
向
上
等
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

6
0

5
6

・
市
町
村
に
お
い
て
、
効
果
的
・
効
率
的
な
男
女
共
同
参
画
施
策
の
展
開
が
図
れ
る
よ
う
、
男
女
共
同
参
画
啓
発
パ
ネ
ル
に
よ
る
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
地
域
住
民
や
各
種
団
体
、
市
町
村
職
員

の
男
女
共
同
参
画
に
係
る
理
解
増
進
・
意
識
向
上
等
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
住
民
や
各
種
団
体
、
市
町
村
職
員
の
男
女
共
同
参
画
に
係
る
理
解
増
進
・
意
識
向
上
等
を
図
る
た
め
、
県
で
作
成
し
た
男
女
共
同
参
画
啓
発
用
パ
ネ
ル
を
市
町
村
に
対
し
て
貸
出
し
を

行
い
、
令
和
3
年
度
は
3
市
（
習
志
野
市
、
白
井
市
、
市
原
市
）
に
貸
出
し
を
実
施
し
ま
し
た
。

・
地
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
施
策
の
展
開
が
図
れ
る
よ
う
、
各
地
域
か
ら
の
来
客
数
が
多
い
公
共
施
設
・
商
業
施
設
に
お
い
て
、
男
女
共
同
参
画
啓
発
パ
ネ
ル
の
掲
示
を
行
い
、
各
地
域
住

民
等
の
男
女
共
同
参
画
に
係
る
理
解
増
進
・
意
識
向
上
等
を
図
り
ま
し
た
（
令
和
3
年
度
は
、
Q
i
b
a
l
l
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
幕
張
新
都
心
店
に
お
い
て
実
施
）
。

・
地
域
住
民
や
各
種
団
体
、
市
町
村
職
員
の
男
女
共
同
参
画
に
係
る
理
解
増
進
・
意
識
向
上
等
を
図
る
に
は
、
県
内
の
各
地
域
に
お
い
て
男
女
共
同
参
画
に
係
る
広
報
活
動
を
粘
り
強
く
実
施
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－
重

点
的

取
組

－

推
進
体
制

基
本

的
な

課
題

－

市
町
村
に
お
け
る
推
進
体
制
づ
く
り
の
支
援

担
当

課
総

合
企

画
部

男
女

共
同

参
画

課

142



第
５

次
千

葉
県

男
女

共
同

参
画

計
画

様
式

（
事

業
評

価
シ

ー
ト

）
事

業
N

o
.

2
6
0

事
業

名

基
本

目
標

施
策

の
方

向

施
策

年
度

２
月

補
正

後
予

算
額

（
千

円
）

決
算

額
（
千

円
）

事
業

の
概

要
・
目

的

主
な

実
施

事
項

と

成
果

及
び

指
標

へ
の

貢
献

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

事
項

、
指

標

へ
の

影
響

(
※

)
)

取
組

推
進

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

や
問

題
点

を

踏
ま

え
た

課
題

等

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

(
※

)
)

課
題

を
踏

ま
え

た

具
体

的
な

取
組

(
及

び
予

期
せ

ぬ
外

的
要

因
が

あ
っ

た
際

に
は

そ
の

対
応

に
当

た
っ

て

の
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取

組
(
※

)
)

－
関

係
指

標
千
葉
県
男
女
共
同
参
画
地
域
推
進
員
設
置
市
町
村
数
、
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
市
町
村
数

・
計
画
未
策
定
の
市
町
村
に
対
し
て
、
引
き
続
き
、
計
画
策
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
う
ほ
か
、
計
画
の
策
定
・
改
定
を
行
う
市
町
村
に
対
し
、
大
学
教
授
等
の
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
ま
た
、
市
町
村
職
員
を
対
象
と
し
た
男
女
共
同
参
画
に
係
る
研
修
会
を
実
施
し
、
計
画
策
定
・
改
定
に
携
わ
る
市
町
村
職
員
の
知
識
向
上
等
を
引
き
続
き
図
っ
て
い
き
ま
す
。

（
※

）
 
新

型
コ

ロ
ナ

ウ
イ

ル
ス

感
染

症
や

震
災

等
の

予
期

せ
ぬ

外
的

要
因

に
よ

り
、

通
常

の
事

業
実

施
が

難
し

か
っ

た
場

合
は

、
そ

の
対

応
事

項
・
指

標
へ

の
影

響
・
対

応
に

当
た

っ
て

の
問

題
点

を
踏

ま
え

た
課

題
等

・
課

題
を

踏
ま

え
た

具
体

的
な

取
組

も
記

載
す

る
。

（
注

）
 
「
関

係
指

標
」
及

び
「
指

標
へ

の
貢

献
」
に

つ
い

て
は

、
指

標
に

紐
づ

い
た

関
係

事
業

の
み

が
記

載
す

る
。

令
和

３
年

度

3
4
0

1
5
8

・
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
で
は
、
市
町
村
は
、
当
該
区
域
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
の
促
進
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
(
第
1
4
条
第
3
項
)
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
市
町
村
の
計
画
策
定
に
向
け
、
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
や
計
画
策
定
へ
の
働
き
か
け
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
男
女
共
同
参
画
行
政
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画
及
び
女
性
活
躍
推
進
計
画
の
策
定
・
改
定
を
支
援
す
る
た
め
、
大
学
教
授
等
の
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
3
回
実
施
（
大
網
白
里
市
、
旭
市
、

銚
子
市
）
す
る
ほ
か
、
計
画
未
策
定
市
町
村
に
対
し
計
画
策
定
の
働
き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

・
指
標
「
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
市
町
村
数
」
は
令
和
4
年
3
月
末
時
点
で
4
9
市
町
村
と
い
う
結
果
に
な
り
、
策
定
の
働
き
か
け
も
寄
与
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

・
計
画
未
策
定
の
市
町
村
に
対
し
て
、
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
た
男
女
共
同
参
画
行
政
の
推
進
の
必
要
性
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
て
も
ら
い
、
計
画
策
定
に
向
け
た
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

・
市
町
村
の
計
画
策
定
・
改
定
に
向
け
た
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、
市
町
村
に
対
し
て
大
学
教
授
等
の
有
識
者
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
を
実
施
す
る
ほ
か
、
市
町
村
職
員
の
知
識
向
上
等
を
目
的
と

し
た
研
修
も
引
き
続
き
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

－
重

点
的

取
組

－

推
進
体
制

基
本

的
な

課
題

－

市
町
村
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
計
画
策
定
の
支
援

担
当

課
総

合
企

画
部

男
女

共
同

参
画

課
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